
平成２３年第１４回福岡県教育委員会会議（定例会）会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２３年８月８日（月）１４時００分から１５時５１分まで 

 

２ 場所 

  福岡県庁４階 教育委員会会議室 

 

３ 出席委員 

  清原雅彦、久留百合子、住吉徳彦、太田浩二、二子石竜子 

杉光誠（教育長） 

 

４ 欠席委員 

  なし 

 

５ 出席事務局職員 

  教育次長 荒巻俊彦、理事 友枝文也、総務部長 今田義雄、 

教育企画部長 城戸秀明、教育振興部長 森下博輝、 

総務課長 西牟田龍治、財務課長 高田光邦、文化財保護課長 伊崎俊秋、 

企画調整課長 千々岩良英、社会教育課長 中薗宏、 

教職員課長 川添弘人、施設課長 辰田一郎、高校教育課長 吉田法稔、

義務教育課長 家宇治正幸、人権・同和教育課長 大場茂嘉、 

体育スポーツ健康課長 梅田保人 

 

６ 会議 

１４時００分、清原委員長が開会を宣言し、本日の議題について非公開発議

の有無の確認を行った。 

 第２３号議案「福岡県立美術館協議会委員の人事について」、第２４号議案

「福岡県立図書館協議会委員の人事について」、第２５号議案「福岡県学校給

食審議会委員の人事について」、第２６号議案「福岡県スポーツ振興審議会委

員の人事について」及び第２７号議案「平成２３年度福岡県教科用図書選定審

議会委員の人事について」は、住吉委員から、人事に関する案件のため非公開

とする発議があり、直ちに採決され、出席委員の３分の２以上の賛成をもって

非公開と決定された。 

その他の議案については、非公開の発議なく公開と決定された。 

 

（１）議事 



・第２２号議案 平成２３年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行状況についての点検及び評価（平成２２年度対象）につ

いて 

千々岩企画調整課長から地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２７条の規定に基づき、「平成２３年度教育委員会の権限に属する事務の

管理及び執行状況についての点検及び評価（平成２２年度対象）」を実施

する旨の説明があった。 

次いで審議が行われ、久留委員から、県民に公表する際の周知方法に

ついて質問があった。これに対し、千々岩企画調整課長から、ホームペ

ージへ掲載するほか、各市町村教育委員会に対して文書を送付するとと

もに、県主催の各種会議でも活用を図っている旨の説明があった。これ

を受けて、同じく久留委員から、資料を送付するだけでなく、機会ある

毎にポイントだけでも説明してほしいとの意見があった。これに対し、

千々岩企画調整課長から、今回の報告書から指標の評価を新たに追加す

るなど、従来と比較して分かりやすくなったのではないかと考えており、

今後もできるだけ県民に分かりやすい内容となるように努めるとともに、

引き続き周知についても取り組んでいきたい旨の説明があった。 

清原委員長から、第２２号議案について他に意見の有無を問い、全員

異議なく、第２２号議案は原案どおり可決された。 

 

（２）報告 

・生徒指導上の諸問題の現状について 

文部科学省が学校を対象に実施した「児童生徒の問題行動等生徒指導

上の諸問題に関する調査」の平成２２年度分の結果が公表されたことに

伴い、家宇治義務教育課長から公立小・中学校の生徒指導上の諸問題の

現状について、また吉田高校教育課長から県立高等学校の生徒指導上の

諸問題の現状について、それぞれ説明があった。 

次いで審議が行われ、住吉委員から、この調査の「暴力行為」や「い

じめ」の中で、同一の児童生徒が繰り返した件数について質問があった。

これに対し、家宇治義務教育課長から、公立小・中学校においては詳細

な分析はしていないが、かなりあるのではないかと認識していること、

また吉田高校教育課長から、県立高等学校においては少ない状況であり、

１０件以内である旨の説明がそれぞれあった。 

また、久留委員から、小学校の不登校の割合が高い理由について質問

があった。これに対し、家宇治義務教育課長から、不登校の原因は、家

庭の生活環境の急激な変化や家庭内の不和など、家庭環境に起因する割

合が高くなってきている旨の説明があった。 



また、二子石委員から、いじめに対する対応次第では不登校につなが

ることにもなりかねない。早い段階でいじめを発見し、きちんと対処し

ていくために、いじめに関するアンケートについて、無記名方式にして

子どもたちが声を出しやすい環境にしたり、保護者に対しても実施した

りするなど、より正確ないじめの実態把握に努めるべきではないかとの

意見があった。これに対し、家宇治義務教育課長から、いじめの早期発

見に向けては、担任がチェックリストを持って確認したり、子どもたち

に対する教育相談を実施したりするほか、子どもと保護者の両方に対し

てアンケートを実施しており、また、子どもに対するアンケートについ

ては、本年度から無記名方式で実施している旨の説明があった。 

また、清原委員長から、不登校から復帰した人数について質問があっ

た。これに対し、家宇治義務教育課長から、平成２２年度実績で小学校

が１９７人、中学校が９０７人となっており、小・中学校を合わせた復

帰率は約２２．９％となっている旨の説明があった。 

また、住吉委員から、不登校についてはその理由は千差万別であり、

すべてに効果的な特効薬はなく、一人一人に応じた対応をきめ細かにし

ていくしかない。今後も、これまでの効果的な取り組みを拡充・発展さ

せるなど、引き続き取り組んでもらいたいとの意見があった。 

 

（３）その他 

  ・平成２３年６月定例県議会における教育委員会答弁要旨 

杉光教育長から、平成２３年６月定例県議会における教育委員会関連

の代表質問、一般質問に対する答弁の要旨について報告があり、教科書

検定と教育基本法の関係、教科書における自衛隊や北朝鮮拉致問題等に

関する記述に関する見解、東日本大震災を受けての今後の防災教育の進

め方、学校で起こるモンスターペアレント等の諸問題の現状及び取組状

況、学校における食育の推進、優秀な教員と指導力不足教員への対処状

況、学校への地域の支援や外部人材の活用状況、小中学校におけるエア

コン等の設置状況、スクールソーシャルワーカーの役割や配置状況、教

職員の多忙化への対応等の質問に対する答弁について説明があった。 

 

公開審議はここまでとされ、清原委員長から傍聴人に対して退出が求められ

た。以後非公開にて審議を行う。 

 

（４）議事 

・第２３号議案 福岡県立美術館協議会委員の人事について 

  中薗社会教育課長から、福岡県立美術館協議会委員の任期が満了する



ので、博物館法第２１条及び福岡県公の施設の設置及び管理に関する条

例第１２４条の規定により、委員の人事を行うものである旨の説明があ

った。 

次いで審議が行われ、第２３号議案は原案どおり可決された。 

 

・第２４号議案 福岡県立図書館協議会委員の人事について 

  中薗社会教育課長から、福岡県立図書館協議会委員の任期が満了する

ので、図書館法第１５条及び福岡県公の施設の設置及び管理に関する条

例第１２４条の４の規定により、委員の人事を行うものである旨の説明

があった。 

次いで審議が行われ、第２４号議案は原案どおり可決された。 

 

  ・第２５号議案 福岡県学校給食審議会委員の人事について 

梅田体育スポーツ健康課長から、福岡県学校給食審議会委員の異動に

伴い、福岡県学校給食審議会規則第５条の規定に基づき、委員の人事を

行うものである旨の説明があった。 

    次いで審議が行われ、第２５号議案は原案どおり可決された。 

 

  ・第２６号議案 福岡県スポーツ振興審議会委員の人事について 

梅田体育スポーツ健康課長から、福岡県スポーツ振興審議会委員の異

動及び役員改選に伴い、スポーツ振興法第１８条第４項の規定に基づき、

委員の人事を行うものである旨の説明があった。 

    次いで審議が行われ、第２６号議案は原案どおり可決された。 

 

・第２７号議案 平成２３年度福岡県教科用図書選定審議会委員の人事に

ついて 

家宇治義務教育課長から、平成２３年度福岡県教科用図書選定審議会

委員の異動に伴い、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律施行令第１０条の規定に基づき、委員の人事を行うものである旨の説

明があった。 

  次いで審議が行われ、第２７号議案は原案どおり可決された。 

 

 清原委員長が閉会を宣言し、１５時５１分閉会した。 


